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は
じ
め
に

第
82
回
全
国
保
健
所
長
会
総
会
は
、

令
和
7
年
10
月
28
日（
火
）に
静
岡
市
の

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヒ
ル
ズ
静
岡
に
お
い
て
、

会
員
総
数
４
６
２
名
中
、
１
４
０
名（
委

任
状
提
出
者
１
３
８
名
）が
参
集
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
お
天
気
も

良
く
、
富
士
山
が
壮
麗
に
見
ら
れ
る
中

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
の
概
要

小
職
の
総
合
司
会
に
合
わ
せ
て
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
横
山
勝
教
副
会
長（
香
川
県

中
讃
保
健
所
長
）の
開
会
の
言
葉
に
続
い

て
、
藤
田
利
枝
会
長（
久
留
米
市
保
健

所
長
）か
ら
心
の
込
も
っ
た
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

第
71
回
全
国
保
健
所
長
会
長
表
彰
で

は
、
全
国
か
ら
52
名
の
功
労
者
が
表
彰

さ
れ
、
会
長
か
ら
長
年
の
公
衆
衛
生
行

政
へ
の
貢
献
に
感
謝
と
敬
意
の
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。

来
賓
の
厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活
衛

生
局
長（
丹
藤
昌
治
健
康
課
長
）、
静
岡

県
知
事（
塚
本
秀
綱
静
岡
県
副
知
事
）、

加
陽
直
実
静
岡
県
医
師
会
長
か
ら
、
日

頃
の
保
健
所
業
務
へ
の
ね
ぎ
ら
い
や
、

本
会
へ
の
期
待
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。総

会
議
事
の
議
長
は
、
永
井
し
づ
か

副
会
長（
静
岡
県
中
部
保
健
所
長
）が
務

め
ま
し
た
。
報
告
事
項
で
は
、表
の
方
々

が
所
掌
事
務
や
事
業
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

議
案
は
、
令
和
6
年
度
事
業
・
決
算

報
告
、
令
和
7
年
度
補
正
予
算
、
令
和

8
年
度
事
業
計
画
・
予
算
が
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
も
今
年
度

講
演丹

藤
昌
治
厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活

衛
生
局
健
康
課
長
か
ら
、「
わ
が
国
の
保

健
行
政
の
動
向
に
つ
い
て
」と
題
し
、
①

健
康
日
本
21（
第
三
次
）　

②
ス
マ
ー
ト
・

ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

③
保
健
所
・

地
方
衛
生
研
究
所
―
な
ど
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
が
国
の
健

康
づ
く
り
運
動
の
潮
流
や
健
康
増
進

法
、
健
康
日
本
21（
第
二
次
）の
評
価
と

課
題
、
健
康
日
本
21（
第
三
次
）の
全
体

像
や
新
た
な
視
点
、
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
構
成

員
の
人
材
育
成
の
仕
組
み
、
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｔ
先
遣
隊
、
国
立
健
康
危
機
管
理
研
究

機
構
に
つ
い
て
―
な
ど
の
お
話
を
頂
き

ま
し
た
。

研
究
事
業
報
告

研
究
事
業
報
告
で
は
、
福
島
靖
正
顧

問（
日
本
公
衆
衛
生
協
会
理
事
長
）の
あ

い
さ
つ
の
後
、
学
術
担
当
の
劔
陽
子
理

事（
熊
本
県
阿
蘇
保
健
所
長
）と
近
藤
良

伸
理
事（
愛
知
県
衣
浦
東
部
保
健
所
長
）

を
座
長
と
し
て
進
行
し
ま
し
た
。

報
告
の
１
つ
目
と
し
て
、
分
担
事
業

者
の
稲
葉
静
代
所
長（
岐
阜
県
可
茂
保

健
所
兼
関
保
健
所
）か
ら「
精
神
保
健
医

療
福
祉
に
お
け
る『
入
院
医
療
中
心
か

者
の
岡
本
浩
二
所
長（
川
口
市
保
健
所
）

か
ら「
中
核
市
等
保
健
所
の
特
徴
を
踏

ま
え
た
地
域
保
健
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
の
研
究
班
報
告
」が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
①
中
核
市
等
保

健
所
間
で
の
相
談
先
を
担
保
す
る
た

め
、
Ｍ
Ｌ
が
必
要
で
あ
る
こ
と　

②
中

核
市
等
保
健
所
、
保
健
所
長
が
孤
立
せ

ず
、
特
徴
を
生
か
し
た
保
健
所
機
能
向

上
の
た
め
、
連
携
協
力
の
好
事
例
等
か

ら
提
言
へ
つ
な
げ
る
こ
と　

③
中
核
市

等
保
健
所
の
全
国
組
織
に
つ
い
て
今
後

分
か
り
や
す
い
組
織
の
提
案
を
行
う
こ

と
―
な
ど
が
提
案
と
し
て
出
さ
れ
ま
し

た
。会

員
協
議

「
コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
こ
れ
か
ら
の
感

染
症
対
策
」の
テ
ー
マ
で
、
永
井
し
づ
か

副
会
長（
静
岡
県
中
部
保
健
所
長
）と
馬

淵
昭
彦
所
長（
静
岡
県
西
部
保
健
所
）を

座
長
と
し
て
進
行
し
ま
し
た
。

講
演
１
は「
静
岡
県
感
染
症
管
理
セ

ン
タ
ー
の
活
動
」と
題
し
、
後
藤
幹
生
氏

（
静
岡
県
感
染
症
管
理
セ
ン
タ
ー
長
兼

静
岡
県
富
士
保
健
所
長
）が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。静
岡
県
感
染
症
管
理
セ
ン
タ
ー

は
情
報
発
信
・
人
材
養
成
・
司
令
塔
機

能
を
３
本
柱
と
し
て
、「
感
染
症
か
ら
県

民
を
守
る
」
施
策
や
事
業
を
進
め
て
お

り
、
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
①
感

染
症
発
生
動
向
の
見
え
る
化　

②
保
健

所
の
感
染
症
情
報
の
電
子
化　

③
福
祉

施
設
の
感
染
症
対
応
研
修
・
学
習
の
習

慣
化　

④
医
療
機
関
の
感
染
症
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
等
―
の
具
体
化

を
実
現
し
た
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
２
は「
米
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
最
新
情
報
」と
題
し
、
矢
野
邦
夫
氏

（
浜
松
医
療
セ
ン
タ
ー
）が
、
飛ひ

沫ま
つ

感
染

と
空
気
感
染
は
死
語
に
な
り
、
サ
イ
ズ

の
連
続
ス
ペ
ク
ト
ル
を
認
識
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
ど
こ
に
着
地
す
る
か
？
」が
主

要
な
視
点
に
な
っ
て
く
る
こ
と
、ハ
ザ
ー

ド
対
策
の
階
層
構
造
を
参
考
に
し
た
感

染
対
策
の
階
層
構
造
が
制
御
方
針
の
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
こ
と
な
ど
を
お

伝
え
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

講
演
３
は「
最
近
の
感
染
症
の
潮
流

と
そ
の
対
策
」と
題
し
、大
曲
貴
夫
氏（
国

立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構
危
機
管

理
・
運
営
局
感
染
症
臨
床
政
策
部
長
兼

国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長
・
国

際
感
染
症
セ
ン
タ
ー
長
）が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
新
た
な
感
染
症
は
数
年
ご
と
に

出
現
し
て
い
る
こ
と
、
気
候
変
動
や
人

の
移
動
の
活
発
化
、
都
市
へ
の
人
口
集

中
等
の
現
代
の
環
境
・
社
会
の
状
況
は

感
染
症
の
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
、
急
性
呼
吸
器
感
染
症
を

５
類
感
染
症
に
位
置
付
け
る
理
由
、
日

本
に
足
り
な
か
っ
た
こ
と
と
し
て
、
①

平
時
の
備
え　

②
変
化
す
る
状
況
へ
の

よ
り
適
切
な
対
応　

③
正
確
な
情
報
発

信
と
共
有
―
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
、
有
事

の
組
織
体
制
の
平
時
か
ら
の
確
立
を
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
も
講
演
や
現
地
活
動
に

つ
い
て
活
発
な
発
言
が
あ
り
、
実
り
多

い
会
と
な
り
ま
し
た
。
一
日
の
結
び
は
、

白
井
千
香
副
会
長（
枚
方
市
保
健
所
長
）

か
ら
閉
会
の
言
葉
が
あ
り
、
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
全
国
衛
生
部
長
会
、
地
方

衛
生
研
究
所
全
国
協
議
会
と
合
同
の
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
総

会
の
成
果
を
持
ち
寄
っ
て
、
楽
し
く
有

意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会
を

準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
静
岡
県
保
健
所

長
会
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
い
た
し

ま
す
。

講
演
や
研
究
事
業
報
告
、
会
員
協
議

の
資
料
は
、
全
国
保
健
所
長
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.phcd.jp/

）

に
公
開
し
て
い
ま
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
国
保
健
所
長
会
総
会
報
告

全
国
保
健
所
長
会
副
常
務
理
事
／
埼
玉
県
加
須
保
健
所
長
　
田
中 

良
明

ら
地
域
生
活
者
中
心
へ
』の
取
組
に
お
け

る
保
健
所
の
対
応
に
関
す
る
研
究
」の

進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
①
県
型
保
健
所
の
市
町
村
支
援

に
つ
い
て
、
断
ら
な
い
、
頼
っ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
、
一
緒
に
働
く
こ
と
に

よ
っ
て
市
町
村
も
育
つ
こ
と　

②「
に
も

包
括
」は「
街
づ
く
り
」で
あ
り
、
全
市
的

課
題
の
可
視
化
お
よ
び
標
準
化
と
個
別

化
の
両
立
が
必
要
な
こ
と　

③
精
神
科

病
院
に
も「
生
活
者
と
し
て
の
患
者
」の

イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
こ
と　

④
中
核

市
だ
か
ら
こ
そ
、
精
神
緊
急
事
案
か
ら

地
域
移
行
・
地
域
定
着
、
そ
し
て
日
々

の
暮
ら
し
ま
で
一
貫
し
て
関
与
で
き
る

こ
と
―
な
ど
が
中
間
ま
と
め
と
し
て
出

さ
れ
ま
し
た
。

報
告
の
２
つ
目
と
し
て
、
分
担
事
業

と
同
様
の
活
動
を
継
続
し
、
8
年
10
月

28
日（
水
）に
東
京
都
で
総
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

新
規
名
誉
会
員
に
は
、
髙
山
佳
洋
先

生（
大
阪
府
）、古
屋
好
美
先
生（
山
梨
県
）

が
推
戴
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
結
び
に
当
た
り
、
次
期
開
催

地
を
代
表
し
て
、
増
田
和
貴
特
別
区
保

健
所
長
会
会
長（
足
立
区
足
立
保
健
所

長
）か
ら
あ
い
さ
つ
の
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。

総会の様子

表　報告した方々

●桑島昭文総務担当常務理事（さい
たま市保健所長）●堀切将渉外担当
常務理事（福島県県中保健所長）●劔
陽子学術担当常務理事（熊本県阿蘇
保健所長）●鈴木陽研修担当常務理
事（宮城県塩釜保健所長）●柳樂真佐
実広報担当常務理事（島根県雲南保
健所長）●福永一郎地域保健の充実
強化に関する委員会委員長（高知県
須崎福祉保健所長）●中里栄介健康
危機管理に関する委員会委員長（佐
賀県中部保健所長）●宗陽子公衆衛
生医師の確保と育成に関する委員会
委員長（長崎県県央保健所長）

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り


